
令 和 ５ 年
３月31日
（金曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
規
則

山
口
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
ぶ
ち
う
ま
や
ま
ぐ
ち
推
進
課
）
…
…
…
一

山
口
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
ぶ
ち
う
ま
や
ま
ぐ
ち
推
進
課
）

一

…
…
…
…

規

則

山
口
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
四
十
二
号

山
口
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
（
平
成
十
五
年
山
口
県
規
則
第
七
十
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
た
め
の
環
境
負
荷
低
減
事
業
活
動
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
資
金

十
二

年
以
内

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
四
十
三
号

山
口
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
山
口
県
規
則
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
県
が
行
う
」
を
削
り
、
「
の
貸
付
け
」
を
「
並
び
に
融
資
機
関
が
行
う
沿
岸
漁
業
改
善

資
金
の
貸
付
け
の
業
務
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
三
項
中
「
第
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

⚔

こ
の
規
則
に
お
い
て
「
促
進
事
業
者
」
と
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
新

事
業
の
創
出
等
及
び
地
域
の
農
林
水
産
物
の
利
用
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
六

十
七
号
。
以
下
「
六
次
産
業
化
法
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
さ
れ
る
法
第
三
条
第
一
項
の
促
進
事
業
者
を
い
う
。

第
三
条
前
段
中
「
又
は
」
を
「
、
」
に
改
め
、
「
認
定
中
小
企
業
者
」
の
下
に
「
又
は
促
進
事
業

者
」
を
加
え
、
同
条
後
段
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
沿
岸
漁
業

改
善
資
金
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
に
限
る
。

一

認
定
中
小
企
業
者

連
携
促
進
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
措
置
を
行
う
の
に
必
要

な
資
金
の
う
ち
中
小
企
業
者
と
農
林
漁
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律

施
行
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
二
百
三
十
四
号
）
第
四
条
第
一
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の

二

促
進
事
業
者

六
次
産
業
化
法
第
五
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
行
う
の
に
必
要
な
資

金
の
う
ち
地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
新
事
業
の
創
出
等
及
び
地
域
の
農
林
水

産
物
の
利
用
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
十
五
号
）
第
四
条
第
一
項
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

⚒

県
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
毎
年
度
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
沿
岸
漁
業
従
事
者

等
、
認
定
中
小
企
業
者
又
は
促
進
事
業
者
に
対
す
る
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
の
貸
付
け
の
業
務
を
行
う

融
資
機
関
（
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
融
資
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
し
、
当
該
業

務
に
必
要
な
資
金
（
以
下
「
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
事
業
資
金
」
と
い
う
。
）
を
貸
し
付
け
る
も

の
と
す
る
。

一

令和５年３月31日 金曜日 山 口 県 報 （号 外−14）














目

次
















第
四
条
第
一
項
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
、
「
別
表
」
を
「
別
表
第
一
」
に
改
め
、
同
条

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

⚓

前
二
項
の
規
定
は
、
融
資
機
関
が
行
う
前
条
第
二
項
の
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

第
十
七
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。

第
十
六
条
中
「
規
則
」
の
下
に
「
の
規
定
」
を
加
え
、
「
は
、
提
出
者
」
を
「
（
第
十
九
条
及
び
第

二
十
一
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
当
該
書
類
を
提
出
す
る
も
の
」

に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
融
資
機
関
に
よ
る
貸
付
け
の
申
請
）

第
十
九
条

第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
融
資
機
関
は
、
沿
岸
漁
業
改

善
資
金
貸
付
事
業
資
金
貸
付
申
請
書
（
別
記
第
六
号
様
式
）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
融
資
機
関
か
ら
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
沿
岸
漁
業
従
事
者

等
、
認
定
中
小
企
業
者
又
は
促
進
事
業
者
が
提
出
し
た
貸
付
け
の
申
込
み
に
係
る
書
類
の
写
し

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（
融
資
機
関
に
対
す
る
貸
付
け
の
決
定
）

第
二
十
条

知
事
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
事
業
資
金
貸
付
申
請
書
の
提
出

が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
審
査
の
上
、
貸
付
け
を
す
る
か
ど
う
か
の
決
定
を
し
、
そ
の
結
果

を
書
面
に
よ
り
当
該
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
事
業
資
金
貸
付
申
請
書
の
提
出
を
し
た
融
資
機
関
に

通
知
す
る
。

（
融
資
機
関
に
係
る
借
用
証
書
）

第
二
十
一
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
融
資
機
関
は
、
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
事
業
資

金
借
用
証
書
（
別
記
第
七
号
様
式
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
融
資
機
関
に
係
る
事
業
実
施
報
告
書
等
）

第
二
十
二
条

融
資
機
関
が
行
う
第
三
条
第
二
項
の
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
も
の

は
、
事
業
完
了
後
二
十
日
以
内
に
書
面
に
よ
り
当
該
事
業
の
実
施
状
況
を
当
該
貸
付
け
を
受
け
た
融

資
機
関
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⚒

前
項
の
報
告
を
受
け
た
融
資
機
関
は
、
当
該
報
告
を
受
け
た
後
十
日
以
内
に
沿
岸
漁
業
改
善
資
金

貸
付
事
業
資
金
事
業
実
施
報
告
書
（
別
記
第
四
号
様
式
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⚓

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
融
資
機
関
が
行
う
第
三
条
第
二
項
の
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
の
貸
付

け
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
融
資
機
関
に
係
る
支
払
の
猶
予
）

第
二
十
三
条

償
還
金
の
支
払
の
猶
予
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
融
資
機
関
は
、
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸

付
事
業
資
金
支
払
猶
予
申
請
書
（
別
記
第
五
号
様
式
）
に
沿
岸
漁
業
従
事
者
等
、
認
定
中
小
企
業
者

又
は
促
進
事
業
者
か
ら
提
出
の
あ
つ
た
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
支
払
猶
予
申
請
書
の
写
し
を
添
え
て
、

償
還
期
限
の
三
十
日
前
ま
で
に
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⚒

第
十
七
条
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
事
業
資
金
支
払
猶
予
申
請

書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
準
用
す
る
。

（
報
告
）

第
二
十
四
条

知
事
は
、
融
資
機
関
に
対
す
る
貸
付
け
に
係
る
債
権
の
保
全
そ
の
他
貸
付
け
の
条
件
の

適
正
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
融
資
機
関
に
対
し
、
そ
の
業
務
又
は
資

産
の
状
況
に
関
し
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
五
条
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
と
し
、
第
十
四
条
を
第

十
七
条
と
す
る
。

第
十
三
条
中
「
別
記
第
四
号
様
式
」
を
「
別
記
第
五
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と
し
、

第
十
二
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
十
一
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
別
記
第
三
号
様
式
」
を
「
別
記
第
四
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と

す
る
。

第
九
条
中
「
別
記
第
二
号
様
式
」
を
「
別
記
第
三
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第

八
条
を
第
十
一
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
貸
付
資
格
の
認
定
）

第
九
条

知
事
は
、
法
第
七
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
認
定
の
申
請
を
し
た

も
の
に
通
知
す
る
。

⚒

知
事
は
、
法
第
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、

そ
の
旨
を
当
該
認
定
の
申
請
を
し
た
も
の
及
び
当
該
認
定
の
申
請
を
し
た
も
の
に
第
三
条
第
二
項
の

沿
岸
漁
業
改
善
資
金
の
貸
付
け
を
行
う
融
資
機
関
に
通
知
す
る
。

（
貸
付
け
の
申
請
）

第
十
条

貸
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
申
請
書
（
別
記

第
二
号
様
式
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
の
見
出
し
を
「
（
貸
付
資
格
の
認
定
の
申
請
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
貸
付
金
の
貸
付
け
」

を
「
貸
付
資
格
の
認
定
」
に
、
「
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
申
請
書
」
を
「
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付

資
格
認
定
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
経
営
等
改
善
措
置
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
生
活
改
善
措
置

又
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
青
年
漁
業
者
等
養
成
確
保
措
置
に
関
す
る
計
画

第
七
条
第
三
号
中
「
第
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
五
号
を
第

六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

六
次
産
業
化
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
資
金
に
あ
つ
て
は
、
六
次
産
業
化
法
第
五
条
第

一
項
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
の
写
し

二
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第
七
条
を
第
八
条
と
し
、
第
六
条
を
第
七
条
と
し
、
第
五
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
事
業
資
金
の
種
類
等
）

第
五
条

沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
事
業
資
金
の
種
類
及
び
償
還
期
間
は
、
別
表
第
二
に
定
め
る
と
お

り
と
す
る
。

⚒

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
事
業
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

「⑴
遠
隔
操
縦
装
置

⑵
レ
ー
ダ
ー

別
表
の
⚑
の
表
の
⚑

操
船
作
業
省
力
化
機
器
等
設
置
資
金
の
項
中

⑶
自
動
航
跡
記
録
装
置

を

⑷
Ｇ
Ｐ
Ｓ
受
信
機

」

「⑴
自
動
操
だ
装
置

⑵
遠
隔
操
縦
装
置

⑶
サ
イ
ド
ス
ラ
ス
タ
ー

⑷
レ
ー
ダ
ー

に
、
「500万

円
（

」
を
「500万

円
（
自
動
操
だ
装
置
に
あ
つ
て
は
⚑
台

⑸
自
動
航
跡
記
録
装
置

⑹
Ｇ
Ｐ
Ｓ
受
信
機

」

に
つ
き
100万

円
、

」
に
、
「50万

円
、

」
を
「50万

円
、
サ
イ
ド
ス
ラ
ス
タ
ー
に
あ
つ
て
は
⚑
台
に

つ
き
400万

円
、

」
に
、
「第

13条
第
⚒
項

」
を
「第

14条
第
⚒
項
及
び
六
次
産
業
化
法
第
11条

第
⚒

項

」
に
、
「第

10条

」
を
「第

10条
及
び
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
た
め
の
環

境
負
荷
低
減
事
業
活
動
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
⚔
年
法
律
第
37号

。
以
下
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
法
」
と
い
う
。
）
第
25条

第
⚒
項

」
に
改
め
、
同
表
の
⚒

漁
ろ
う
作
業
省
力
化
機
器
等
設

置
資
金
の
項
中
「ネ

ツ
ト
ホ
ー
ラ
ー
等

」
を
「ネ
ッ
ト
ホ
ー
ラ
ー
等

」
に
、

「⑷
漁
業
用
ソ
ナ
ー

⑸
カ
ラ
ー
魚
群
探
知
機

⑹
海
水
冷
却
装
置

を

⑺
巻
取
り
ウ
イ
ン
チ

⑻
漁
業
用
ク
レ
ー
ン

」

「⑷
巻
取
り
ウ
イ
ン
チ

⑸
放
電
式
集
魚
灯

⑹
漁
業
用
ク
レ
ー
ン

⑺
漁
獲
物
等
処
理
装
置

⑻
海
水
冷
却
装
置

に
、
「⚑

セ
ツ
ト
に
つ
き
80万

円
」
を
⑼
海
水
殺
菌
装
置

⑽
漁
業
用
ソ
ナ
ー

⑾
カ
ラ
ー
魚
群
探
知
機

⑿
潮
流
計

」

「１
件
に
つ
き
500万

円

」
に
、
「漁

業
用
ソ
ナ
ー
に

」
を
「巻

取
り
ウ
イ
ン
チ
に
あ
つ
て
は
⚑
台
に

つ
き
500万

円
、
放
電
式
集
魚
灯
に
あ
つ
て
は
⚑
セ
ッ
ト
に
つ
き
200万

円
、
漁
業
用
ク
レ
ー
ン
に
あ
つ

て
は
⚑
台
に
つ
き
400万

円
、
漁
獲
物
等
処
理
装
置
に
あ
つ
て
は
⚑
台
に
つ
き
500万

円
、
海
水
冷
却
装

置
に
あ
つ
て
は
⚑
台
に
つ
き
180万

円
、
海
水
殺
菌
装
置
に
あ
つ
て
は
⚑
台
に
つ
き
300万

円
、
漁
業
用

ソ
ナ
ー
に

」
に
、
「海

水
冷
却
装
置
に
あ
つ
て
は
⚑
台
に
つ
き
180万

円
、
巻
取
り
ウ
イ
ン
チ
に
あ
つ

て
は
⚑
台
に
つ
き
70万

円
（
知
事
が
定
め
る
者
が
、
設
置
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
300万

円
）
、
漁

業
用
ク
レ
ー
ン
に
あ
つ
て
は
⚑
台
に
つ
き
400万

円

」
を
「潮

流
計
に
あ
つ
て
は
⚑
台
に
つ
き
500万

円

」
に
、
「第

13条
第
⚒
項

」
を
「第

14条
第
⚒
項
及
び
六
次
産
業
化
法
第
11条

第
⚒
項

」
に
、
「第

10条

」
を
「第
10条

及
び
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
第
25条

第
⚒
項

」
に
改
め
、
同
表
の
⚓

補
機

関
等
駆
動
機
器
等
設
置
資
金
の
項
中
「100万

円

」
を
「500万

円

」
に
、
「第

13条
第
⚒
項

」
を
「第

14条
第
⚒
項
及
び
六
次
産
業
化
法
第
11条

第
⚒
項

」
に
、
「第

10条

」
を
「第

10条
及
び
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
法
第
25条
第
⚒
項

」
に
改
め
、
同
表
の
⚓
の
⚒

燃
料
油
消
費
節
減
機
器
等
設
置
資
金
の

項
中
「⑵

定
速
装
置

」
を
「⑵

定
速
装
置

⑶
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
式
集
魚
灯

」
に
、
「120万

円

」
を
「120万

円
、
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
式
集
魚
灯
に
あ
つ
て
は
⚑
セ
ッ
ト
に
つ
き
1,300万

円

」
に
、
「第

13条
第
⚒
項

」
を

「第
14条

第
⚒
項
及
び
六
次
産
業
化
法
第
11条

第
⚒
項

」
に
、
「第

10条

」
を
「第

10条
及
び
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
第
25条

第
⚒
項

」
に
改
め
、
同
表
の
⚔

新
養
殖
技
術
導
入
資
金
の
項
、
⚔
の
⚒

資
源
管
理
型
漁
業
推
進
資
金
の
項
及
び
⚔
の
⚓

環
境
対
応
型
養
殖
業
推
進
資
金
の
項
中
「第

13条
第
⚒
項

」
を
「第

14条
第
⚒
項
及
び
六
次
産
業
化
法
第
11条

第
⚒
項

」
に
、
「第

10条

」
を
「第

10条
及
び
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
第
25条
第
⚒
項

」
に
改
め
、
同
表
の
⚕

乗
組
員
安
全
機
器
等
設
置

「⑵
滑
り
止
め

資
金
の
項
中

⑶
安
全
カ
バ
ー
装
置

⑷
揚
網
機
安
全
装
置

を

⑸
船
上
ト
イ
レ

」

「⑵
安
全
カ
バ
ー
装
置

⑶
揚
網
機
安
全
装
置

」

に
改
め
、
「、

滑
り
止
め

」
、

「、
船
上
ト
イ
レ
に
あ
つ
て
は
30万
円

」
及
び
「（

船
上
ト
イ
レ
に
あ
つ
て
は
、
⚓
年
以
内
）

」
を
削

「⑴
膨
脹
式
救
命
い
か
だ

⑵
救
命
胴
衣

⑶
救
命
浮
環
又
は
救
命
浮
き
輪

り
、
同
表
の
⚖

救
命
消
防
設
備
購
入
資
金
の
項
中

⑷
信
号
紅
炎

を

⑸
消
火
器

⑹
イ
ー
パ
ブ

⑺
レ
ー
ダ
ー
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ

」

「⑴
救
命
胴
衣

⑵
消
火
器

⑶
イ
ー
パ
ブ

に
、
「膨

張
式
救
命
い
か
だ
に
あ
つ
て
は
⚑
台
に
つ
き
50万

⑷
レ
ー
ダ
ー
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ

⑸
小
型
漁
船
緊
急
連
絡
装
置

」

円
、

」
及
び
「、

救
命
浮
環
若
し
く
は
救
命
浮
き
輪
、
信
号
紅
炎

」
を
削
り
、
「65万

円

」
を
「65万

円
、
小
型
漁
船
緊
急
連
絡
装
置
に
あ
つ
て
は
⚑
件
に
つ
き
130万

円

」
に
、
「又

は
レ
ー
ダ
ー
ト
ラ
ン

ス
ポ
ン
ダ

」
を
「、

レ
ー
ダ
ー
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
又
は
小
型
漁
船
緊
急
連
絡
装
置

」
に
改
め
、
同
表
の

「⑵
甲
板
口
の
コ
ー
ミ
ン
グ

⑶
甲
板
口
の
閉
鎖
装
置

二
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⚗

漁
船
転
覆
防
止
機
器
等
設
置
資
金
の
項
中

⑷
甲
板
下
の
魚
槽
（
甲
板
上
の

を

魚
槽
を
廃
し
、
こ
れ
に
代
え
て

設
置
す
る
場
合
に
限
る
。
）

」

「⑵
甲
板
下
の
魚
槽
（
甲
板
上
の

魚
槽
を
廃
し
、
こ
れ
に
代
え
て

に
改
め
、
「、

甲
板
口
の
コ
ー
ミ
ン
グ
又
は
甲
板
口
の
閉
鎖
装

設
置
す
る
場
合
に
限
る
。
）

」

置

」
及
び
「合

わ
せ
て

」
を
削
り
、
同
表
の
⚘

漁
船
衝
突
防
止
機
器
等
購
入
等
資
金
の
項
中

「

40万
円

40万
円

「
を

」

120万
円
（
レ
ー
ダ
ー
反
射

器
又
は
無
線
電
話
に
あ
つ
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
40万

円
）

に
改
め
、
別
表
の
⚒
の
表
の
⚑

」

生
活
合
理
化
設
備
資
金
の
項
中
「改

良
便
そ
う

」
を
「改

良
便
槽

」
に
改
め
、
別
表
の
備
考
中
「又

は
一
認
定
中
小
企
業
者

」
を
「、

一
認
定
中
小
企
業
者
又
は
一
促
進
事
業
者

」
に
、
「2,800万

円
と

し
、
知
事
が
定
め
る
者
に
係
る
貸
付
金
の
合
計
額
の
限
度
は

」
を
「、

」
に
改
め
、
別
表
を
別
表
第
一

と
し
、
同
表
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

別
表
第
⚒
（
第
⚕
条
関
係
）

１
経
営
等
改
善
資
金

種
類

償
還
期
間

１
操
船
作
業
省
力
化
機
器
等
設

置
資
金
、
漁
ろ
う
作
業
省
力
化

機
器
等
設
置
資
金
、
補
機
関
等

駆
動
機
器
等
設
置
資
金
及
び
燃

料
油
消
費
節
減
機
器
等
設
置
資

金

８
年
以
内

（
据
置
期
間
２
年
以
内
を
含
む
。
）

（
連
携
促
進
法
第
14条
第
２
項
及
び

六
次
産
業
化
法
第
11条
第
２
項
に
規

定
す
る
資
金
に
あ
つ
て
は
10年
以
内

（
据
置
期
間
４
年
以
内
を
含

む
。
）
、
利
用
促
進
法
第
10条
及
び

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
第
25条

第
２
項
に
規
定
す
る
資
金
に
あ
つ
て

は
10年
以
内
（
据
置
期
間
２
年
以
内

を
含
む
。
）
）

２
新
養
殖
技
術
導
入
資
金

５
年
以
内

（
据
置
期
間
３
年
以
内
を
含
む
。
）

（
連
携
促
進
法
第
14条
第
２
項
及
び

六
次
産
業
化
法
第
11条
第
２
項
に
規

定
す
る
資
金
に
あ
つ
て
は
６
年
以
内

（
据
置
期
間
４
年
以
内
を
含

む
。
）
、
利
用
促
進
法
第
10条
及
び

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
第
25条

第
２
項
に
規
定
す
る
資
金
に
あ
つ
て

は
６
年
以
内
（
据
置
期
間
３
年
以
内

を
含
む
。
）
）

３
資
源
管
理
型
漁
業
推
進
資
金

及
び
環
境
対
応
型
養
殖
業
推
進

資
金

11年
以
内

（
据
置
期
間
４
年
以
内
を
含
む
。
）

（
連
携
促
進
法
第
14条
第
２
項
及
び

六
次
産
業
化
法
第
11条
第
２
項
に
規

定
す
る
資
金
に
あ
つ
て
は
13年
以
内

（
据
置
期
間
６
年
以
内
を
含

む
。
）
、
利
用
促
進
法
第
10条
及
び

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
第
25条

第
２
項
に
規
定
す
る
資
金
に
あ
つ
て

は
13年
以
内
（
据
置
期
間
４
年
以
内

を
含
む
。
）
）

４
乗
組
員
安
全
機
器
等
設
置
資

金
及
び
漁
船
転
覆
防
止
機
器
等

設
置
資
金

６
年
以
内

（
据
置
期
間
２
年
以
内
を
含
む
。
）

５
救
命
消
防
設
備
購
入
資
金

３
年
以
内

（
据
置
期
間
１
年
以
内
を
含
む
。
）

（
イ
ー
パ
ブ
、
レ
ー
ダ
ー
ト
ラ
ン
ス

ポ
ン
ダ
又
は
小
型
漁
船
緊
急
連
絡
装

置
に
あ
つ
て
は
、
６
年
以
内
（
据
置

期
間
１
年
以
内
を
含
む
。
）
）

６
漁
船
衝
突
防
止
機
器
等
購
入

等
資
金
及
び
漁
具
損
壊
防
止
機

器
等
購
入
資
金

６
年
以
内

（
据
置
期
間
１
年
以
内
を
含
む
。
）

⚒
生
活
改
善
資
金

種
類

償
還
期
間

１
生
活
合
理
化
設
備
資
金

３
年
以
内

（
据
置
期
間
１
年
以
内
を
含
む
。
）

（
し
尿
浄
化
装
置
又
は
改
良
便
槽
に

あ
つ
て
は
、
４
年
以
内
（
据
置
期
間

１
年
以
内
を
含
む
。
）
）
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２
住
居
利
用
方
式
改
善
資
金

８
年
以
内

（
据
置
期
間
１
年
以
内
を
含
む
。
）

３
婦
人
・
高
齢
者
活
動
資
金

４
年
以
内

（
据
置
期
間
１
年
以
内
を
含
む
。
）

⚓
青
年
漁
業
者
等
養
成
確
保
資
金

種
類

償
還
期
間

１
研
修
教
育
資
金

６
年
以
内

（
据
置
期
間
２
年
以
内
を
含
む
。
）

２
高
度
経
営
技
術
習
得
資
金

６
年
以
内

（
据
置
期
間
１
年
以
内
を
含
む
。
）

３
漁
業
経
営
開
始
資
金

11年
以
内

（
据
置
期
間
４
年
以
内
を
含
む
。
）

（
利
用
促
進
法
第
10条
に
規
定
す
る

資
金
に
あ
つ
て
は
、
13年
以
内
（
据

置
期
間
４
年
以
内
を
含
む
。
）
）

別
記
第
四
号
様
式
中
「（

第
13条

関
係
）

」
を
「（

第
16条

、
第
23条

関
係
）

」
に
、
「沿

岸
漁
業

改
善
資
金
支
払
猶
予
申
請
書

」
を
「沿

岸
漁
業
改
善
資
金

沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
事
業
資
金
支
払
猶
予
申
請
書

」
に
、

「第
13条

の

」
を
「第

16条
第
23条

第
⚑
項
の

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
第
五
号
様
式
と
し
、
同
様
式
の
次

に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。

第
⚖
号
様
式
（
第
19条
関
係
）沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
事
業
資
金
貸
付
申
請
書

年
月

日
山
口
県
知
事
様

郵
便
番
号

申
請
者
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

名
称

代
表
者
の
氏
名

（
電
話

局
番
）

下
記
の
と
お
り
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
事
業
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
い
の
で
、
山
口
県
沿
岸

漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
第
19条
の
規
定
に
よ
り
、
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
ま
す
。

記
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
金
額

金
円

添
付
書
類

１
沿
岸
漁
業
従
事
者
等
、
認
定
中
小
企
業
者
又
は
促
進
事
業
者
が
提
出
し
た
貸
付
け
の
申
込
み
に
係
る
書
類

の
写
し

２
そ
の
他
（

）
備
考
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
と
す
る
。

五
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第
⚗
号
様
式
（
第
21条
関
係
）

（
表
）

収
入
印
紙

貼
付
け
欄

※
貸
付
決
定
番
号
第

号
年
月
日

年
月

日

沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
事
業
資
金
借
用
証
書

資
金

の
種

類

借
入

金
額

支払期日及び償還額

第
１
回

年
月

日
千
円

第
２
回

年
月

日
千
円

第
３
回

年
月

日
千
円

第
４
回

年
月

日
千
円

第
５
回

年
月

日
千
円

第
６
回

年
月

日
千
円

第
７
回

年
月

日
千
円

第
８
回

年
月

日
千
円

第
９
回

年
月

日
千
円

第
10回

年
月

日
千
円

千
円

償
還

期
限

年
月

日

本
日
、
上
記
の
と
お
り
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
事
業
資
金
を
借
用
し
ま
し
た
。
つ
い
て
は
、
山

口
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
及
び
裏
面
特
約
条
項
を
承
知
の
上
、
借
入
金
の
償
還
は
支
払
期

日
に
相
違
な
く
実
行
す
る
こ
と
を
確
約
し
ま
す
。

年
月

日
山
口
県
知
事
様

郵
便
番
号

借
受
者
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

名
称

代
表
者
の
氏
名

㊞
（
電
話

局
番
）

注
１
「
資
金
の
種
類
」
欄
は
、
経
営
等
改
善
資
金
、
生
活
改
善
資
金
又
は
青
年
漁
業
者
等
養
成
確
保
資
金
の

別
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
資
金
に
つ
い
て
山
口
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
別
表
に
掲
げ
る
資
金
の
種
類

を
記
入
す
る
こ
と
。

２
訂
正
箇
所
に
は
、
訂
正
印
を
押
す
こ
と
。
た
だ
し
、
「
借
入
金
額
」
欄
の
訂
正
は
認
め
な
い
。

３
※
印
欄
は
、
記
入
し
な
い
こ
と
。

（
裏
）

沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
事
業
資
金
借
用
証
書
特
約
条
項

（
転
貸
）

第
⚑
条
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
事
業
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
（
以
下
「
甲
」
と
い
う
。
）

は
、
山
口
県
（
以
下
「
乙
」
と
い
う
。
）
か
ら
貸
付
け
を
受
け
た
額
と
同
じ
額
を
、

（
以
下
「
丙
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
こ
の
貸
付
け
に
係
る
利
率
、
償
還
期
間
、
据
置
期
間
及
び

償
還
方
法
に
準
じ
て
乙
が
定
め
る
条
件
で
転
貸
す
る
。

（
期
限
前
償
還
）

第
⚒
条
甲
は
、
乙
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
認
め
て
期
限
前
償
還
の
請
求
を
し
た
場
合
に

は
、
償
還
期
限
（
分
割
払
の
場
合
の
各
支
払
期
日
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
直

ち
に
債
務
の
全
部
又
は
一
部
を
弁
済
す
る
。

⑴
甲
が
こ
の
借
入
金
を
借
入
れ
の
目
的
以
外
の
目
的
に
使
用
し
た
と
き
又
は
借
入
金
の
交
付
を

受
け
た
後
丙
に
速
や
か
に
貸
し
付
け
な
い
と
き
。

⑵
甲
が
償
還
金
の
支
払
を
怠
つ
た
と
き
。

⑶
甲
が
乙
に
対
し
て
虚
偽
の
申
請
若
し
く
は
報
告
を
し
、
又
は
故
意
に
必
要
な
事
実
の
報
告
を

怠
つ
た
と
き
。

⑷
甲
に
つ
い
て
仮
差
押
え
、
差
押
え
、
競
売
、
破
産
手
続
開
始
、
民
事
再
生
手
続
開
始
、
会
社

整
理
開
始
又
は
会
社
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
あ
つ
た
と
き
。

⑸
甲
が
支
払
を
停
止
し
、
若
し
く
は
手
形
交
換
所
か
ら
取
引
停
止
処
分
を
受
け
た
と
き
又
は
清

算
を
開
始
し
た
と
き
。

⑹
甲
が
公
租
公
課
を
滞
納
し
て
督
促
又
は
保
全
差
押
え
を
受
け
た
と
き
。

⑺
甲
が
乙
に
対
し
数
個
の
債
務
を
負
う
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
期
限
内
に
弁
済
し

な
か
つ
た
と
き
。

⑻
甲
が
山
口
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
及
び
こ
の
特
約
に
基
づ
く
義
務
の
履
行
を
怠
つ

た
と
き
。

⑼
そ
の
他
乙
が
貸
付
金
の
債
権
の
保
全
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
。

（
繰
上
償
還
）

第
⚓
条
甲
は
、
借
入
金
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、
そ
の
償
還
期
限
を
繰
り
上
げ
て
償
還
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
転
貸
債
権
の
期
限
前
償
還
及
び
繰
上
償
還
）

第
⚔
条
甲
は
、
甲
丙
間
の
特
約
に
基
づ
き
丙
に
対
し
債
務
の
期
限
前
償
還
を
請
求
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
乙
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

⚒
甲
は
、
甲
丙
間
の
特
約
に
基
づ
き
丙
に
対
し
債
務
の
期
限
前
償
還
を
請
求
し
て
そ
の
弁
済
を
受

け
た
と
き
又
は
丙
の
任
意
の
弁
済
を
受
け
た
と
き
は
、
償
還
期
限
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
受
領
額
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を
速
や
か
に
乙
に
償
還
す
る
。

⚓
乙
は
、
甲
が
甲
丙
間
の
特
約
に
基
づ
き
丙
に
対
し
債
務
の
期
限
前
償
還
の
請
求
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
に
は
、
当
該
請
求
を
す
る
よ
う
甲
に
対
し
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
経
理
上
の
措
置
）

第
⚕
条
甲
は
、
こ
の
借
入
金
の
使
途
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
乙
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
従
い
、

経
理
上
必
要
な
措
置
を
行
う
。

（
報
告
）

第
⚖
条
甲
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
乙
に
報
告
す
る
。

⑴
こ
の
借
入
金
の
転
借
に
よ
り
改
良
さ
れ
、
又
は
取
得
さ
れ
た
機
器
等
が
借
入
れ
の
目
的
に
反

し
て
使
用
さ
れ
、
譲
渡
さ
れ
、
交
換
さ
れ
、
貸
し
付
け
ら
れ
、
若
し
く
は
担
保
に
供
さ
れ
、
又

は
公
用
収
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
と
き
。

⑵
甲
の
名
称
、
所
在
地
、
資
本
金
若
し
く
は
代
表
者
に
異
動
を
生
じ
、
又
は
甲
に
解
散
そ
の
他

こ
れ
に
準
ず
る
事
実
が
発
生
し
た
と
き
。

⑶
甲
の
資
産
若
し
く
は
事
業
の
状
況
に
著
し
い
変
動
を
生
じ
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
合

⑷
甲
丙
間
の
特
約
に
基
づ
き
丙
か
ら
報
告
を
受
け
た
と
き
。

⑸
そ
の
他
乙
が
指
示
し
た
と
き
。

（
調
査
）

第
⚗
条
甲
は
、
乙
の
職
員
そ
の
他
乙
の
委
託
を
受
け
た
者
が
甲
の
事
務
所
等
に
立
ち
入
り
、
事
業

の
状
況
、
書
類
、
帳
簿
、
担
保
物
件
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
調
査
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
。

（
弁
済
の
充
当
）

第
⚘
条
甲
は
、
丙
か
ら
受
領
し
た
弁
済
金
の
充
当
に
つ
い
て
乙
の
指
示
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
に

従
う
こ
と
を
承
認
す
る
。

（
違
約
金
）

第
⚙
条
甲
は
、
支
払
期
日
に
償
還
金
又
は
期
限
前
償
還
の
請
求
の
あ
つ
た
金
額
を
支
払
わ
な
か
つ

た
と
き
は
、
延
滞
金
額
に
つ
き
年
12.25パ

ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
支
払
期
日
の
翌
日
か
ら
支
払
日

ま
で
の
日
数
に
よ
り
計
算
し
た
違
約
金
を
乙
に
支
払
う
。
た
だ
し
、
当
該
支
払
期
日
に
支
払
わ
な

い
こ
と
に
つ
き
、
丙
が
無
資
力
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
乙
が
認
め
る

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
甲
は
、
山
口
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
第
22条

第
⚑
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
の
猶
予
の

申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
支
払
期
日
を
過
ぎ
て
猶
予
し
な
い
旨
の
決
定
が
あ
つ
た
と
き
も
、

前
項
の
規
定
に
よ
る
違
約
金
を
支
払
う
も
の
と
す
る
。

３
甲
は
、
甲
丙
間
の
特
約
に
基
づ
き
丙
に
対
し
違
約
金
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
態
が
生

じ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
乙
に
報
告
し
、
そ
の
指
示
に
従
う
も
の
と
す
る
。

（
管
轄
裁
判
所
）

第
10条

こ
の
貸
付
け
に
関
す
る
訴
え
の
管
轄
は
、
乙
の
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
区
域
と
す
る
裁

判
所
と
す
る
。

備
考
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
と
す
る
。
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別
記
第
三
号
様
式
（
そ
の
一
）
中
「（

第
10条

関
係
）

」
を
「（

第
13条

、
第
22条

関
係
）

」
に
、

「沿
岸
漁
業
改
善
資
金
事
業
実
施
報
告
書

」
を
「沿

岸
漁
業
改
善
資
金

沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
事
業
資
金
事
業
実
施
報
告

書
」
に
、
「沿

岸
漁
業
改
善
資
金
に

」
を
「沿

岸
漁
業
改
善
資
金

沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
事
業
資
金
に

」
に
、
「第

10条

第
⚒
項
の

」
を
「第

13条
第
⚒
項

第
22条
第
⚒
項
の

」
に
、

「貸
付
決
定
年
月
日
貸
付
決
定
番
号

借
受
年
月
日

資
金
の
種
類

借
受
金
額

を
」

年
月

日
第

号
年

月
日

千
円

「

貸
付
決
定

年
月
日

貸
付
決
定

番
号

借
受
年
月
日

資
金
の
種
類

借
受
金
額

貸
付
実
行
日

に

改

」

年
月
日
第

号
年
月
日

千
円

年
月
日

め
、
同
様
式
（
そ
の
一
）
の
注
中
⚖
を
⚗
と
し
、
⚓
か
ら
⚕
ま
で
を
⚔
か
ら
⚖
ま
で
と
し
、
⚒
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
「
貸
付
実
行
日
」
欄
は
、
融
資
機
関
に
よ
る
転
貸
の
場
合
に
記
入
す
る
こ
と
。

別
記
第
三
号
様
式
（
そ
の
二
）
中
「（

第
10条

関
係
）

」
を
「（
第
13条

、
第
22条

関
係
）

」
に
、

「沿
岸
漁
業
改
善
資
金
事
業
実
施
報
告
書

」
を
「沿

岸
漁
業
改
善
資
金

沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
事
業
資
金
事
業
実
施
報
告

書

」
に
、
「沿

岸
漁
業
改
善
資
金
に

」
を
「沿

岸
漁
業
改
善
資
金

沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
事
業
資
金
に

」
に
、
「第

10条

第
⚒
項
の

」
を
「第

13条
第
⚒
項

第
22条
第
⚒
項
の

」
に
、

「貸
付
決
定
年
月
日

貸
付
決
定
番
号

借
受
年
月
日

借
受
金
額

を
」

年
月

日
第

号
年

月
日

千
円

「

貸
付
決
定

年
月

日
貸
付
決
定

番
号

借
受
年
月
日

借
受
金
額

貸
付
実
行
日

に

改

」

年
月

日
第

号
年

月
日

千
円

年
月

日

め
、
同
様
式
（
そ
の
二
）
の
注
中
⚒
を
⚓
と
し
、
⚑
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
「
貸
付
実
行
日
」
欄
は
、
融
資
機
関
に
よ
る
転
貸
の
場
合
に
記
入
す
る
こ
と
。

別
記
第
三
号
様
式
を
別
記
第
四
号
様
式
と
す
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「（
第
⚙
条
関
係
）

」
を
「（

第
12条

関
係
）

」
に
改
め
、
同
様
式
の
⟹裏
の
沿

岸
漁
業
改
善
資
金
借
用
証
書
特
約
条
項
第
一
条
中
第
四
号
を
第
十
号
と
し
、
第
三
号
を
第
九
号
と
し
、

第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

⑷
甲
に
つ
い
て
仮
差
押
え
、
差
押
え
、
競
売
、
破
産
手
続
開
始
、
民
事
再
生
手
続
開
始
、
会
社

整
理
開
始
又
は
会
社
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
あ
つ
た
と
き
。

⑸
甲
が
支
払
を
停
止
し
、
若
し
く
は
手
形
交
換
所
か
ら
取
引
停
止
処
分
を
受
け
た
と
き
又
は
清

算
を
開
始
し
た
と
き
。

⑹
甲
が
公
租
公
課
を
滞
納
し
て
督
促
又
は
保
全
差
押
え
を
受
け
た
と
き
。

⑺
甲
が
乙
に
対
し
数
個
の
債
務
を
負
う
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
期
限
内
に
弁
済
し

な
か
つ
た
と
き
。

⑻
こ
の
借
入
金
に
よ
り
改
良
さ
れ
、
又
は
取
得
さ
れ
た
機
器
等
が
借
入
れ
の
目
的
に
反
し
て
使

用
さ
れ
、
譲
渡
さ
れ
、
交
換
さ
れ
、
貸
し
付
け
ら
れ
、
若
し
く
は
担
保
に
供
さ
れ
、
又
は
公
用

収
用
さ
れ
た
と
き
。

別
記
第
二
号
様
式
の
⟹裏
の
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
借
用
証
書
特
約
条
項
第
一
条
第
一
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

⑵
甲
が
償
還
金
の
支
払
を
怠
つ
た
と
き
。

別
記
第
二
号
様
式
の
⟹裏
の
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
借
用
証
書
特
約
条
項
第
四
条
第
二
項
中
「第

13条

」

を
「第

16条

」
に
改
め
、
同
様
式
の
⟹裏
の
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
借
用
証
書
特
約
条
項
に
次
の
一
条
を
加

え
る
。

（
管
轄
裁
判
所
）

第
10条

こ
の
貸
付
け
に
関
す
る
訴
え
の
管
轄
は
、
乙
の
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
区
域
と
す
る
裁

判
所
と
す
る
。

別
記
第
二
号
様
式
を
別
記
第
三
号
様
式
と
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「（

第
⚗
条
関
係
）

」
を
「（

第
10条

関
係
）

」
に
、
「第

⚗
条
の

」
を
「第

10条
の

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
書
類
を
削
り
、
同
様
式
を
別
記
第
二
号
様
式
と
し
、
同
様
式
の
前

に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

八

山 口 県 報令和５年３月31日 金曜日 （号 外−14）



第
⚑
号
様
式
（
第
⚘
条
関
係
）沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
資
格
認
定
申
請
書

年
月

日
山
口
県
知
事
様

郵
便
番
号

申
請
者
住

所
氏

名
フ

リ
ガ

ナ

（
電
話

局
番
）

沿
岸
漁
業
改
善
資
金
の
貸
付
資
格
の
認
定
を
受
け
た
い
の
で
、
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
助
成
法
第
⚗

第
12

条
第
⚑
項

条
第
⚒
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
７
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し

ま
す
。

添
付
書
類

１
経
営
等
改
善
措
置
、
生
活
改
善
措
置
又
は
青
年
漁
業
者
等
養
成
確
保
措
置
に
関
す
る
計
画

２
経
営
等
改
善
資
金
及
び
青
年
漁
業
者
等
養
成
確
保
資
金
（
研
修
教
育
資
金
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
収

支
計
画
書

３
中
小
企
業
者
と
農
林
漁
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
14条

第
２
項
に
規
定

す
る
資
金
に
あ
つ
て
は
、
同
法
第
４
条
第
１
項
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
の
写
し

４
農
林
漁
業
有
機
物
資
源
の
バ
イ
オ
燃
料
の
原
材
料
と
し
て
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
10条

に
規
定

す
る
資
金
に
あ
つ
て
は
、
同
法
第
４
条
第
１
項
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
の
写
し

５
地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
新
事
業
の
創
出
等
及
び
地
域
の
農
林
水
産
物
の
利
用
促
進

に
関
す
る
法
律
第
11条

第
２
項
に
規
定
す
る
資
金
に
あ
つ
て
は
、
同
法
第
５
条
第
１
項
の
認
定
を
受
け
た
こ

と
を
証
す
る
書
類
の
写
し

６
申
請
者
が
法
人
格
の
な
い
団
体
に
あ
つ
て
は
、
当
該
団
体
の
規
約
及
び
構
成
員
名
簿

注
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
は
、
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並
び
に
名
称
及
び
代
表

者
の
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。

備
考
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事


